
学びのイノベーション

「新たな情報通信技術戦略」
H22年5月11日 IT戦略本部決定

◇情報通信技術を活用して、21世紀にふさわしい学校教
育を実現

「新成長戦略」
H22年6月18日 閣議決定

◇子ども同士が教え合い、学び合う「協働教育」の実現な
ど、教育現場における情報通信技術の利活用による
サービスの質の改善や利便性の向上

「教育の情報化ビジョン（骨子）」
H22年8月 文部科学省

時間的空間的制約を超越

双方向性

 カスタマイズが容易

多様かつ大量の情報の蓄積・

共有・分析が可能

一方向・
一斉授業
による学び
が中心

情報通信技術の活用による
学 び の イ ノ ベ ー シ ョ ン 子どもたち一人

一人の能力や特
性に応じた学び

子ども同士が教
え合い学び合う
協働的な学び

教員全員のかか
わりと情報共有
によるきめ細か
な指導

教育の情報化は、情報通信技術の
特性を生かして、21世紀にふさわしい
学びの創造に貢献

知識を活用し、幅広い知識と柔軟な
思考力に基づく、新しい知や価値を創
造し、発信できる能力の形成が重要

知識基盤社会の進展、グローバル化を
背景に、２１世紀を生き抜く力を子どもた
ちが身につけることが我が国の成長にと
って必要不可欠

（例）

◇子ども同士が教え合い学び合う協働的な学び
 情報端末や提示機器等を活用し、教室内の授

業や他地域・海外との交流授業において、子ど
も同士による意見交換、発表など、お互いを高
め合う「学び」を通して、思考力、判断力、表現
力等を育成

（例）

◇教員全員のかかわりと情報共有によるきめ細かな指導
 校務の情報化により、教員全員が子どもたちの「よ

いところ」を見つけ、共有することが容易となり、こ
れを通知表等で示すことにより、子どもの意欲向上
や保護者からの信頼が深まる。また、ネットワーク
を通じ、全国の教員と教材や指導事例等を情報共
有することで、よりよい授業を構築

（例）

◇子どもたち一人一人の能力や特性に応じた学び
 デジタルコンテンツ等の活用により、自らの疑問

について深く調べたり、自分に合った進度で学習
することが容易となる。また、一人一人の学習履
歴を把握することにより、個々の理解や関心の程
度に応じた学びを構築

参考資料２



（ 新 規 ）
２３年度予定額 ３００百万円

学びの知的基盤の確立

教員同士が教材を共有等してよりわかりやすく深まる授業を実現するため、教育の情報化に関する調査研究やそ

の成果等の普及を図る

学びの推進基盤の確立

総務省のフューチャースクールと連携 ＊2

学びの場における情報通信技術の活用実証研究
モデルコンテンツの開発

一人一台情報端末に必要な機能の選定・抽出 等

学校種、発達段階、教科等に応じた効果・影響の検証

デジタル教科書・教材、情報端末等を利用した指導方法
の開発

２１世紀を生きる子どもたちに求められる力を育む教育を実現するために、様々な学校種、子どもたちの発達段階、

教科等を考慮して、デジタル教科書・教材の提供、一人一台の情報端末、デジタル機器、無線ＬＡＮ、教員へのサ

ポート体制の在り方等に関する総合的な実証研究を実施

学びのイノベーション事業

教育の情報化推進体制の整備

国内の情報通信技術活用好事例等の収集・普及・促進 教育の情報化の実態に関する調査等

＊1 小学校の国語、算数、外国語活動(英語）のモデルコンテンツについては、
H22補正予算により開発中。

小学校(10校）
(理科・社会）＊1

中学校(8校）
(国語・数学・英語）

特別支援学校(2校）
(障害種別に2テーマ）

＊2 文部科学省は、主としてソフト・ヒューマン・教育面から、
総務省は、主としてハード・インフラ・情報通信技術面から実施。


